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明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
「
災
害
に
始
ま
り
、

災
害
に
暮
れ
る
」
、そ
ん

な
激
動
の
一
年
で
し
た
。

一
日
も
早
く
、
被
災
地

に
真
の
喜
び
の
春
が
到

来
す
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
災
害
が
国
内
外
を
問
わ
ず
発
生
し
、

人
間
が
築
き
上
げ
て
き
た
近
代
文
明
が
、
自
然
の
猛
威
の
前
で

は
、
い
か
に
も
ろ
い
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
災
害
発
生
後
間
も
な
く
、
支
援
の
手

が
次
々
と
差
し
延
べ
ら
れ
、
や
が
て
善
意
に
よ
る
支
援
の
輪
は

全
世
界
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

個
々
の
人
間
は
弱
き
存
在
で
す
が
、
多
く
の
人
々
の
心
が
一

つ
に
な
り
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
た
時
、
人
間
は
強
き
存
在
へ
変

わ
る
こ
と
が
、
被
災
地
支
援
の
活
動
か
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
は
今
年
、
市
制
施
行

周
年
を
迎
え
ま
す
。
周
年
事
業
の

６０

テ
ー
マ
は
「
紡
ぐ
」で
す
。
細
い
一
本
の
繊
維
は
頼
り
な
げ
に
見

つ
む

え
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
束
ね
ら
れ
縒
り
が
か
け
ら
れ
る
と
、
し

よ

な
や
か
で
強
き
ょ
う

靭
な
糸
へ
変
わ
り
ま
す
。

じ
ん

本
市
で
は
、
多
く
の
先
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
結
果
、
人
口

万
人
の
都
市
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

１８

た
。
節
目
の
年
に
当
た
り
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
は
今
、
国
難
と
も
い
う
べ
き
時
代
の
渦
中
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
市
民
同
士
の
絆
を
紡
ぎ
直
し
、
明
る
い
未
来
に

つ
な
げ
て
ゆ
く
一
年
に
し
た
い
と
心
よ
り
願
い
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

安
城
市
長

神
谷

学

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
日
本
は
大
地
震
・
大
津
波
・
原
発
事
故
と
未
曾
有
の

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
は
互
い
の
連
携

や
協
力
を
惜
し
ま
ず
地
道
な
被
災
地
支
援
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
行
動
は
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
に
関
心
の
な
か
っ
た
住

民
に
も
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
市
民
一
人
一

人
の
安
全
安
心
を
確
保
し
、
地
域
社
会
の
安
定
的
な
維
持
・
発

展
を
目
指
す
政
治
や
行
政
の
役
割
が
一
層
重
要
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
と
国
際

的
な
各
種
の
問
題
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
や
農
工
商

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
政
策
に
よ
る
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
本
市
の
一
段
の
躍
進
を
期
し
て
、
清

新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。
本
年
は
、
市
制
施
行
６０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
安
城
市
が
さ
ら

に
明
る
く
元
気
な
ま
ち
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お

べ
ん
た
つ

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

安
城
市
議
会
議
長

深
津
忠
男



●
農
業
青
年
奨
励
部
門

猪
飼
幸
宏（
橋
目
町
）

ゆ
き
ひ
ろ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
、
２５

歳
で
就
農
、
翌
年
か
ら
あ
い
ち
中

央
農
協
梨
部
会
お
よ
び
同
青
年
部

に
加
入
。
平
成

年
に
梨
部
会
青

２１

年
部
の
部
会
長
を
務
め
、
溶
液
授

粉
を
は
じ
め
新
技
術
研
究
に
取
り

組
み
、
部
会
全
体
の
技
術
向
上
に

貢
献
。
ま
た
、
地
元
中
学
生
の
職

場
体
験
や
保
育
園
児
の
食
育
活
動

と
し
て
梨
狩
り
の
受
け
入
れ
を
し
、

農
業
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え

る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
。
経
営

に
お
い
て
は
、
減
農
薬
・
減
化
学

肥
料
栽
培
に
取
り
組
み
、
直
売
に

よ
る
安
定
経
営
を
図
る
な
ど
、
地

域
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

●
営
農
部
門

日
高
広
勝（
高
棚
町
）

ひ
ろ
か
つ

昭
和

年
に
就
農
、
昭
和

年

４３

４６

の
任
意
組
合
新
池
営
農
組
合
設
立

時
に
同
組
合
に
入
組
。
昭
和

年
５４

の
高
棚
西
部
・
高
棚
東
部
・
新
池

３
法
人
の
合
併
に
よ
り
、
農
事
組

合
法
人
高
棚
営
農
組
合
を
設
立
。

中
心
的
存
在
と
し
て
、
高
棚
集
落

全
地
区
の
土
地
利
用
型
農
業
専
作

に
取
り
組
み
、
優
秀
な
農
業
経
営

を
続
け
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業

の
発
展
に
寄
与
。
大
豆
・
水
稲
の

愛
知
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を

受
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
平
成

年
に
あ
い
ち
中
央
農
協
営
農
部

２０会
長
、
平
成

年
に
同
採
種
部
会

２２

長
を
歴
任
、
現
在
は
安
城
農
業
士

会
会
長
を
務
め
る
。

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
な
ど
を
顕
彰
す
る
市
農
業
賞
の

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

●
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

川
澄
明
旺（
桜
井
町
）

あ
き
お

桜
井
農
協
に
入
組
、
営
農
部
長

な
ど
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
５
年
、

退
職
と
同
時
に
桜
井
南
部
農
用
地

利
用
改
善
組
合
長
に
就
任
。
水
田

農
業
に
お
け
る
転
作
団
地
化
と
統

一
品
種
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
尽
力
。
平
成

年
に
あ
い
ち

１８

中
央
農
協
産
直
セ
ン
タ
ー
桜
井
産

直
部
会
長
に
就
任
、
率
先
し
て
地

産
地
消
に
取
り
組
む
ほ
か
、
平
成

年
に
は
環
境
保
全
会
を
発
足
、

１９地
域
協
同
で
農
村
環
境
保
全
に
努

め
る
。
平
成

年
に
は
市
民
農
園

２１

を
開
設
し
、
園
主
と
し
て
栽
培
指

導
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
農
業
振
興
と
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

●
と
き

１
月
８
日
掌
午
前
９
時

分
３０●

と
こ
ろ

安
城
消
防
署

●
内
容

消
防
機
関
に
よ
る
分
列

行
進
・
消
防
訓
練
・
消
防
団
に
よ

る
一
斉
放
水

●
そ
の
他

駐
車
場
は
、
市
役
所

西
会
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

※
優
秀
作
品
説
明
会
を
、

日
松
・

２１

日
掌
午
前
９
時

分
・

時
、

２２

３０

１１

午
後
１
時

分
・
３
時
に
開
催
。

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

市
内
小
・
中
学
生
の
実

験
・
観
察
研
究
・
発
明
工
夫
の
作

品
、
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援

学
級
・
安
城
養
護
学
校
生
の
作
品

展
示 ■問

▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

消
防
出
初
め
式

●
と
き

１
月

日
晶
～

日
掌

２０

２２

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分（
３０

２０

日
は
午
前
９
時

分
か
ら
）

３０

■問
▼
教
育
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
０
１
０
）

７５
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小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展

「
か
が
く
の
ひ
ろ
ば
」

市
農
業
賞
受
賞
者
決
定



　
日
本
に
住
む
　

～
　

歳
未
満
の

２０

６０

全
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
　

歳
の
誕
生
月
の

２０

前
月
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
加

入
の
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
必
ず
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
届
く
年
金
手
帳
は
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
　
第
１
号
被
保

険
者
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
届
や
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
受
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
期
限

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

人
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
免
除
制
度
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
１
）

７１

　
歳
が
ス
タ
ー
ト
！「
国
民
年
金
」

２０
被保険者の種類
学生・自営業・農林漁業など第１号被保険者
会社員・公務員など第２号被保険者
第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者第３号被保険者

年金給付の種類
６５歳から生涯受給老齢基礎年金
病気やけがで障害が残ったとき
に受給障害基礎年金

夫が亡くなったときに、子のあ
る妻または子が受給遺族基礎年金

保険料免除・猶予制度
在学期間中の保険料を社会人に
なってから納めることができる
制度

学生納付特例制
度

経済的理由や災害に遭ったなど
の理由で保険料を納めることが
困難なとき、本人が申請し承認
を受ければ、保険料の全額か一
部が免除される制度。被保険者
が３０歳未満の若年者の場合は、
条件により納付が猶予される

保険料免除制度・
若年者納付猶予
制度

地
区
公
民
館
、
中
央
図
書
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
１
月
６
日
晶
～
２
月
６
日
捷
に
、

住
所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、

名
称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
農
務
課
（
〒
　－

８
５
０

４４６

１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈
　

〉
１
１

７６

１
２
／n

o
m
u
@
c
ity

.a
n
jo
.a
ic

h
i.jp

）へ

●
計
画
名
　
第
２
次
安
城
市
食
育

推
進
計
画（
案
）

●
内
容
　
前
計
画
の
基
本
的
な
方

針
を
継
承
し
、
市
民
団
体
な
ど
と

連
携
・
協
力
し
て
食
育
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る

■
計
画（
案
）を
閲
覧
す
る
に
は

●
と
き
　
１
月
６
日
晶
～
２
月
６

日
捷
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ
　
農
務
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各

を
記
念
し
て
開
催
す
る
事
業

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
た
も
の
、
公
の
秩
序
を
乱
す

恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
を
除
く
。

●
申
し
込
み
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
か
郵

送
で
企
画
政
策
課（
〒
　－

８
５

４４６

０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
は
、
企
画
政
策
課
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他
　
補
助
金
交
付
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　
市
制
　

周
年
を
盛
り
上
げ
る
た

６０

め
、「
安
城
市
制
　

周
年
記
念
」の

６０

名
称
（
冠
）
を
使
用
す
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。
使
用
事
業
に
は
、
市

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
サ
ル

ビ
ー
市
制
　

周
年
版
・
市
制
　

周

６０

６０

年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ー
タ
提
供
と
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
事
業
概

要
の
掲
載
を
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
　
月
　
日
晶
ま
で

１２

２８

●
対
象
事
業
　
４
月
１
日
掌
～
来

年
３
月
　
日
掌
に
、
市
制
　
周
年

３１

６０

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
「
意
見
・
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
」の
「
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

Ұ
ॹ
に
͓
ॕ
͍
͠
·
ͤ
Μ
か

あ
な
た
の
事
業
を
市
制
　
周
年
記
念
事
業
に

６０

■問 
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
４
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集

広報あんじょう　2012.1.1過
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障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
員

●
勤
務
内
容
　
障
害
者
の
障
害
程

度
区
分
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
、

支
給
管
理
業
務
な
ど

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
９
時

～
午
後
５
時

●
賃
金
　
時
給
１
４
０
０
円（
支

給
管
理
業
務
は
　
円
）、通
勤
割
増

９８０

１
日
　
円
２００

●
採
用
日
　
４
月
１
日
掌

●
対
象
　
医
療
・
看
護
・
福
祉
な

ど
の
国
家
資
格
を
有
し
、
３
年
以

上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

●
定
員
　
１
人

●
選
考
　
面
接（
１
月
　
日
昇
）

２４

●
申
し
込
み
　
１
月
４
日
昌
～
　１７

日
昇（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
採
用

申
込
書
、
各
種
資
格
免
許
証
の
写

し
を
持
っ
て
障
害
福
祉
課
へ

※
募
集
要
項
・
採
用
申
込
書
は
、

同
課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

保
育
園
保
育
士

●
勤
務
場
所
　
市
内
各
公
立
保
育

園
の
い
ず
れ
か

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
の
た

め
の
道
路
整
備
も
あ
る
程
度
は
必

要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
運
転
す

る
者
が
、
道
路
や
交
通
の
状
況
に

応
じ
た
運
転
を
す
る
こ
と
が
最
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
交
通
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
、
安
全
安
心
な
交
通

環
境
の
実
現
に
は
、「
厳
罰
化
」と

違
反
免
れ
を
許
さ
な
い「
取
り
締

ま
り
の
徹
底
」で
、
悪
質
運
転
者

を
一
掃
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

●
市
の
考
え
方
　
市
と
し
て
は
、

本
計
画
の
と
お
り
、
運
転
者
の
秩

序
だ
け
で
な
く
、
道
路
交
通
環
境

の
整
備
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

徹
底
や
そ
の
他
の
施
策
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は
、
本
計

画
の
第
３
節「
道
路
交
通
秩
序
の

維
持
」の
中
で
対
応
し
て
い
ま
す

●
対
応
　
計
画（
案
）は
原
案
の
ま

ま
と
し
ま
す

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
　１２

月
　
日
の
交
通
安
全
対
策
会
議
で

１６
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
と
き
　
１
月
　
日
掌
午
前

２９

　
時
～
午
後
１
時

１０●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
そ
ば
打
ち
体
験
と
、

災
害
に
備
え
る
た
め
の
講
話

●
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
　
歳
以
上
の
外
国
人

１２

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

●
費
用
　
　
円
５００

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル

●
申
し
込
み
　
１
月
５
日
昭

～
　
日
昇
午
前
９
時
～
午
後

１７
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に
市

国
際
交
流
協
会（
緯〈
　
〉２
７１

２
６
０
）へ

　
本
紙
昨
年
９
月
　

日
号
や
市
公

１５

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
意
見
を

募
集
し
た
「
第
９
次
安
城
市
交
通

安
全
計
画
（
案
）」に
寄
せ
ら
れ
た

主
な
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

　
な
お
、
掲
載
し
た
意
見
は
、
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し

ま
し
た
。
詳
細
は
、
市
民
安
全
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
中
央
図

書
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
数
　
１
人（
７
件
）

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
　
交
通
の
安
全
確
保
は
、

自
動
車
運
転
の
有
り
様
に
か
か
っ

●
勤
務
開
始
月
　
４
月

●
申
し
込
み
　
１
月
４
日
昌
か
ら

の
捷
～
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時（
抄
を
除
く
）に
、
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
保
育
士
証
を
持
っ

て
子
ど
も
課
へ

※
登
録
も
随
時
受
け
付
け
。

■
臨
時
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時

３０●
賃
金
　
時
給
１
２
２
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

■
週
休
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
の
う
ち
週

２
～
３
日
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

４
時

●
賃
金
　
時
給
１
０
９
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

■
延
長
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
７
時

　
分
～
　
時
　
分
ま
た
は
午
後
４

３０

１０

３０

時
～
７
時

●
賃
金
　
時
給
１
１
５
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る

意
見
募
集
の
結
果
と
計
画
の
公
表

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

臨
時
職
員
を
募
集

■問 
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
５
）

７１

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
８
）

７１
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昨
年
は
、
災
害
に
始
ま
り
災

害
に
暮
れ
た
、
そ
ん
な
印
象
の

一
年
で
し
た
。
被
災
地
の
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
暗
い
気

持
ち
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、

中
に
は
希
望
の
持
て
る
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
本
市

出
身
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
後
藤

正
孝
さ
ん
が
、
４
月
初
旬
、
オ

ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
を
果

た
さ
れ
る
快
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
３
月
　
日
を
東

１１

京
で
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

首
都
圏
の
大
混
乱
、
そ
し
て
隣

接
す
る
東
北
地
方
の
惨
状
を
知

り
、「
国
難
と
も
い
う
べ
き
こ
の

時
期
に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
ピ
ア
ノ

演
奏
に
出
か
け
て
い
い
の
か
」

と
悩
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　
苦
し
い
自
問
自
答
の
末
、
見

出
さ
れ
た
結
論
は
、「
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
で
き
る
社
会
貢
献
、

そ
れ
は
ピ
ア
ノ
を
通
じ
て
日
本

に
明
る
い
話
題
を
届
け
る
こ
と

で
は
な
い
か
」で
し
た
。
こ
う

し
た
強
い
意
志
の
も
と
で
コ
ン

ク
ー
ル
に
臨
ま
れ
、
立
派
な
成

果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
被
災
地
で
の
演
奏
活
動

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
同
様
の
尊
い
精
神
を
ス
ポ
ー

ツ
で
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
の
選
手
た
ち
で
し
た
。
彼
女

ら
の
ひ
た
む
き
さ
に
勝
利
の
女

神
が
 微
  笑
 み
、
感
動
は
被
災
地

ほ
ほ
 え

を
は
じ
め
世
界
中
に
広
が
り
ま

し
た
。

　
社
会
貢
献
も
人
そ
れ
ぞ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
愛
知
県
市
長
会

会
長
、
全
国
市
長
会
副
会
長
な

ど
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
、
私
な
り
の
被
災
地
支
援
や

社
会
貢
献
を
進
め
て
ゆ
こ
う
と
、

市
長
会
の
職
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
何
が
で
き
る
か
を
問
い
、

や
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
け

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
穏
や
か
な

生
活
が
戻
り
、
こ
の
国
に
共
助

に
よ
る
真
の
幸
福
社
会
が
実
現

す
る
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

　
ど
こ
に
い
て
も
、
支
援
の
絆

は
つ
む
げ
ま
す
。

昨昨昨年年６６月 市民栄誉賞を受賞した後藤正孝さ月　市民栄誉賞を受賞した後藤正孝さんん

　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
経
済
の
国
勢

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
経
済
関
連

の
大
規
模
統
計
調
査
を
統
廃
合
な

ど
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
調

査
票
を
１
月
末
ま
で
に
届
け
ま
す

の
で
、
２
月
１
日
昌
以
降
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
調
査
基
準
日
　
２
月
１
日

●
対
象
　
市
内
全
て
の
店
舗
・
工

場
・
会
社
な
ど
の
事
業
所

●
調
査
事
項
　
従
業
者
数
、
事
業

所
の
開
設
時
期
、
主
な
事
業
内
容
、

売
上
規
模
な
ど

●
調
査
票
の
送
付
　

支
社
等
の
な

い
事
業
所
、
新
設
事
業
所
糸
調
査

員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
手
渡

し
　

支
社
等
を
有
す
る
企
業
糸
国
、

都
道
府
県
、
市
が
民
間
業
者
を
通

じ
て
、
本
社
な
ど
に
一
括
し
て
調

査
票
を
送
付

●
調
査
結
果
　
国
内
総
生
産
な
ど

の
推
計
や
地
域
の
産
業
振
興
の
た

め
の
施
策
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

集
計
結
果
は
、
来
年
夏
ご
ろ
か
ら

順
次
公
表
し
ま
す

　
熟
年
者
が
教
養
・
実
技
・
健
康

な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
ぶ

「
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」。ま
も
な

く
課
程
を
修
了
す
る
　
期
生
の
作

１５

品
展
と
卒
業
生
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
期
生
作
品
展
糸
１
月

１５

　
日
晶
～
　
日
掌
、
Ｏ
Ｂ
作
品
展

１３

１５

糸
２
月
３
日
晶
～
５
日
掌
い
ず
れ

も
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

※
１
月
　
日
・
２
月
５
日
は
午
後

１５

３
時
　
分
ま
で
。

３０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

ا
業
・
事
業
者
޲
͚

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
　
期
生
・
Ｏ

１５

Ｂ
作
品
展

■問 
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
５
１
５
）

７６

広報あんじょう　2012.1.1蚊



広報あんじょう 2012.1.1 俄

カサブランカ
いい汗かいて非日常体験

私たちは、フラメンコを楽しむグル
ープです。踊ると、日ごろの生活を忘
れ、とても気持ちがいいです。衣装を
着ければ、別人になった気分に。気分
爽快になるのも魅力です。
メンバーの中には、姿勢や血行がよ
くなり、「なかなか治らなかった腰痛が
無くなった」という人もいます。難し
そうに見えますが、実は簡単に踊れ、
いい汗がかけます。年をとっても続けられますよ。
託児もあるので、子連れの人も大歓迎です。体験もあります。自分の
時間を持って、リフレッシュしてみませんか？
■時毎週晶午前１０時から ■場昭林公民館 ■￥月額４０００～６０００円 ■問森田道

みち

子さん（緯０９０〈９０２９〉２２１７）
こ

花壇だけでなく、自宅前のプラン
ターなどで花を育てる人が増え、
近所の交流も増えました。
高齢の人から、「この花壇の花を
見るために、ここまで歩いて来て
いるんですよ」と言われたことは、
とてもうれしかったですね。これ
からも、地域の皆さんと明るいま
ちを作りたいです。

全国で花のまちづくりの成果を

表彰するコンクールで、優秀賞を

受賞しました。

◆発足のきっかけは？
花壇を作り始める前の猿渡川堤
防は、雑草が茂り、不法投棄もあ
り、とても見通しが悪い状態でし
た。そのため、交通事故や子ども
の連れ去り未遂事件が発生。地元
住民が、「何とかしなければ」と、
平成１３年に花壇を作り始めました。
今では、たばこの吸い殻が一つも
落ちていない、きれいなまちにな
りました。
◆どんな活動をしてますか？
猿渡川沿いに３００ｍの花壇を作
り、種から育てた花を咲かせてい
ます。自家栽培で苗を育てるのは
大変。温度・湿度に気を遣います
が、その分育てる喜びが大きいで
す。さらに、環境を考え、枯れた
花などを堆肥にし、花壇で活用。
ごみはほとんど出ません。今では、

井畑花の道サークル
全国花のまちづくりコンクール優秀賞受賞



親子一緒に楽しみませんか。
■時毎月第２・４昇午前１０時～１１
時３０分 ■場安城保育園 ■￥６カ
月５００円 ■対１歳～未就園児と
その保護者 ■問井上百合子さん

ゆ り こ

（緯０９０〈１２００〉０８９０）

広報あんじょう 2012.1.1峨

市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナー
です。皆さんからの投稿をお待ちしています。
申し込み方法獅掲載月の３カ月前の１日（松掌抄承の場合は、その翌日）午
前９時から電話で広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。
※先着順です。５月１日号の受け付け開始日は２月１日昌です。詳しくは、
秘書課広報広聴係まで。

注意事項 ▼①営利目的や政治活動、宗教活動のもの ②特定の人や団体の
みを対象としたもの ③公序良俗に反するなど、行政広報の公共性・公益
性を損なう恐れがあるものは、掲載できません。

▼過去に掲載されていないものを優先します

▼１紙につき１団体１枠までとします

▼催事などの開催日（申し込みが必要なものは、申し込み開始日）が、広報
発行時に合致していること（例：５月１日号なら、５月５日以降のもの）

▼掲載希望者の氏名・連絡先を掲載すること

▼市内団体または市内施設での活動・催事であること

新春富士山写真展

富士山の写真約８０点を展示
■時１月５日昭～９日抄午前９時
～午後５時（５日は午後１時か
ら、９日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー ■問入倉喜巳

き み

男さん（緯０９０〈１６２１〉０１６８）
お

墨哉展（書展）
ぼく や

水彩画Ｍｅ（目）ーＭｅ（芽）展

身近な物を描いています。
■時１月２６日昭～２９日掌午前９時
～午後５時（２６日は午後１時か
ら、２９日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問わかいめ会（緯〈９８〉０８０２）

Ａｎｊｏ北斗会員募集

よさこいソーランを踊ろう。
■時１月１６日捷からの毎週捷午後
４時３０分～６時 ■場東栄コミュ
ニティセンター（東栄町） ■￥月
額１０００円 ■問冨岡里美さん（緯

さと み

０９０〈２９２２〉３２５０）

游の会日本画新春展
ゆう

３Ｂ体操会員募集

読み聞かせのための講演会

タペストリー・バッグ・小物
など約１００点展示
■時２月１日昌～５日掌午前９時
～午後５時（５日は午後３時ま
で） ■場市民ギャラリー
■問藤みち子さん（緯〈９９〉２５４６）

もめん糸パッチワーク展

■時２月２５日松午後１時３０分～３
時 ■場文化センター ■定１００人
（先着順） ■他託児あり（先着１０
人、１人２００円）
■申１月５日昭午前９時から今井
典子さん（緯〈９８〉６６０９）へ
のり こ

たんぽぽクラブ会員募集

伊貝芳雪遺墨展
ほうせつ い ぼく

テーマ「こころの書」。同時に
墨心会書展も開催
ぼく しん

■時１月１３日晶～１５日掌午前９時
～午後５時（１５日は午後４時ま
で） ■場市民ギャラリー
■問石川祐子さん（緯〈９２〉２０６７）

ゆう こ

筑波大学大学院を修了した４
人の漢字・仮名など多彩な書展
■時１月７日松・８日掌午前９時
～午後５時 ■場市民ギャラリー
■問山本祐司さん（緯０８０〈３６７５〉７３

ゆう じ

５６）

初心者でも大丈夫です。一緒
に体を動かしませんか？
■時毎月２回昇午前１０時～１１時３０
分 ■場西部福祉センター ■￥１
回５００円 ■他子連れ可
■問神谷るみ子さん（緯〈９２〉３２９１）

岩絵の具で描く自然の温もり
■時１月５日昭～２３日捷午前１０時
～午後７時（昇を除く。５日は
正午から、２３日は午後４時まで）
■場アート・ワン（池浦町）
■問神谷恒行さん（緯〈７４〉１３２５）

つね ゆき



◆南吉作品の魅力
私は、南吉の日記がとても人
間くさくて、お気に入り。物語
の中に、安城の町並みや、自分
の住んでいる場所が出てきて、
親しみを持ちました。南吉が勤
務していた安城高校に私も通っ
ていたので、話に出てくる校舎・
作法室・料理実習室など、その
当時の学校の様子も感じとるこ
とができます。
◆読書会は大切な時間
昭和５２年に、「新美南吉に親し

む会」に入りました。月に一度
読書会があり、この２時間はと
ても大切な時間でした。この時
は子どもを夫に預け、南吉につ
いてみんなで語り合いました。
自分が好きなものに没頭できる

時間があったから、リフレッシ
ュし、家事や育児をまた頑張ろ
うという気持ちになれたのです。
◆南吉を広めるために
昨年１０月のサンクスフェステ

ィバルで「南吉ギャラリー＆
カフェ」を開催しました。そ
の会場で、朗読会を企画。会
員に仕事を振り分け、パネル
の飾りつけなどを１カ月で準
備。当日は、南吉が１８・１９歳
の時の作品を朗読しました。
ほとんどＰＲしなかったにも
関わらず、たくさんの人で会
場がいっぱいになり、びっく
りしました。南吉の話は心が
温まります。
夢は、若い人に「ごんぎつ

ね」以外の作品にも興味を持

ってもらい、南吉をもっと広め
ること。平成２５年は南吉生誕
１００年。安城で教壇に立ち、幸
せな時間を過ごした南吉をこれ
からもＰＲしていきます。

私の故郷は、
「岸壁の母」の
舞台、京都府
舞鶴市です。
二十歳まで過
ごしました。
舞鶴は、東舞鶴と西舞鶴に分
かれています。西は城下町。私
が育った東は、明治時代に天然
の良港として、海軍鎮守府が置

ちん じゅ ふ

かれ、軍港の町として大きくな

りました。東の
町の中心地区は、
京都に習って整
然とした碁盤目
の町です。南北
の通りは１条か
ら９条まで、そ
の外側と東西の
通りには明治の
軍艦の名が付け
られています。富士・松島・厳

いつく

島・
しま

三笠・高千穂などです。ま
み かさ

た、軍港時代の名残で赤レンガ
群があります。今も倉庫として
使われているほか、レンガ博物
館にもなっています。この倉庫
群は、「男達の大和」という映画
のロケにも使われました。
東西の境目にある五老岳から
は、リアス式海岸若狭湾のさら

に奥の舞鶴湾を眺めることがで
き、自慢の景色です。
冬場のズワイカニの水揚げは、

府下一です。子どもの頃は、雌
のカニが１匹１０円で、おやつに
よく食べました。岩カキや鳥貝
も有名で、テレビの番組にも紹
介れました。ぜひ、皆さんも足
を運んでみてください。

横幕弘美さん（小堤町）
よこ まく ひろ み

広報あんじょう 2012.1.1 我

京都府舞鶴市
まいづる

夢は若い世代に新美南吉を広めること
「新美南吉に親しむ会」 会長澤田喜久子さん（住吉町）

き く こ

赤レンガ倉庫群 提赤レンガ倉庫群 提供供：：舞鶴市舞鶴市

五老岳から見た舞鶴湾 提五老岳から見た舞鶴湾 提供供：：舞鶴市舞鶴市



三ツ川町内会

長の岩瀬さんに

まちを紹介して

もらいます。

◆コスモス畑
野寺町は、５
年前から休耕田（５４２７釈）を利用し
たコスモス畑があり、まちの人を
楽しませています。昨年１０月には、
コスモス鑑賞会を開催。かかしコ
ンテストや保育園児の遊戯もあり、
たくさんの人でにぎわいました。

◆素盞鳴神社の巨木
す さの お

寺領町にあるこの神社には、大
きな木がいくつかあり、シイノキ
とヤマモモの２本が市保護樹木に
指定されています。どっしりと構
えた太い幹と枝ぶりは、見ごたえ
がありますよ。

◆５８本の桜並木
木戸町から藤井町の志貴野橋に

し き の

かけて、矢作川堤１灼にわたり５８
本の桜が植えられています。まだ
若木ですが、春に花が咲くのを楽
しみにしています。桜の木で車道
と歩道が分かれているため、まち
の人が安心してジョギングやウオ
ーキング、犬の散歩などをしてい
ます。また、途中７カ所にベンチ
も設置されています。自然豊かで
穏やかな、とても住みやすいまち
です。

広報あんじょう 2012.1.1牙

「わたしの望遠郷」、「ほっとタイ夢」コーナーでは、市民の皆さんからの投稿をお待ちしています。詳しくは、
電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。掲載者には記念品を差し上げます。
わたしの望遠郷獅以前に住んでいたふるさとの思い出を紹介 ほっとタイ夢獅夢や、ほっとする話を紹介

今月の舞台 野寺
の でら

町・寺領町・
ちょう じ りょうちょう

木戸
き ど

町
ちょう

素盞鳴神社のヤマモ素盞鳴神社のヤマモモモ

コスモス鑑賞コスモス鑑賞会会

都築桜弥くん（２歳）
さく や

都築快飛くん（５カ月）
かい と

杉
山
彪
牙

ひ
ゅ
う

く
ん（
１
歳
）

が

近藤咲愛ちゃん（８カ月）
さく ら

仲良し兄弟の桜弥と快飛です。
お兄ちゃんは、いつもトーマス
のおもちゃで遊んでくれます。
そんなお兄ちゃんが大好きです。
お父さん：利和さん

とし かず

お母さん：真祐美さん（木戸町）
ま ゆ み

歩けるようになってから、外
で遊ぶのがとても楽しいです。
今はアンパンマンが大好きです。

お父さん：悠斗さん
ゆう と

お母さん：彩菜さん（姫小川町）
あや な

いたずら大好きおてんば咲愛
です。リモコンが好きで、いつ
もガリガリしちゃうよ。離乳食
をいっぱい食べて大きくなるよ。
お父さん：光さん

ひかる

お母さん：亜由美さん（小川町）
あ ゆ み

桜を境に歩桜を境に歩道道（左）（左）と車道が分と車道が分離離



画広報あんじょう 2012.1.1

半場川クリーン活動（写真５）は、下流の油ヶ淵をきれいにする目的もあります。さ
て、現在、油ヶ淵で整備している県営都市公園の名称は「油ケ淵○○公園」です。○に
入る漢字２文字は何でしょう？（ヒントは本紙昨年４月１日号２８ページの記事）

市の部３７チーム、町村の部１７チームが出場。「頑張
って！」と沿道の人から声援を受けながら、代表者９
人がタスキをつないで快走しました。

■日１２月３日 ■場愛・地球博記念公園
①愛知県市町村対抗駅伝競走大会

安城農林高校の生徒が育てた大根を、園児と生徒が
一緒に収穫。大きな大根にびっくり。園児は大喜びで
した。

■日１２月９日 ■場安城農林高等学校
②安城保育園児の大根掘り

「いつもありがとう」。地域の人に感謝を込めて、手
作りカレンダーと首飾りをプレゼントしました。

■日１１月１５日 ■場二本木町内会事務所ほか
③二本木保育園児の勤労感謝訪問

５年生が田植え・稲刈りをしたもち米を使い、交代
でもちをつきました。みんなで作るとおいしさ格別だ
ね。

■日１２月９日 ■場安城西部小学校
④もちつき集会

冷たい風が吹くなか、地域の２００人以上が、ごみ拾
いをしました。常にごみのない、美しい環境を心がけ
たいですね。

■日１２月４日 ■場半場川周辺（城ヶ入町付近）
⑤半場川クリーン活動

参加人数は、過去最高の約３４００人。記録を狙う人、
家族や友人と楽しむ人など、みんな思い思いに安城の
まちを走りました。

■日１２月１１日 ■場市総合運動公園周辺
⑥安城シティマラソン



臥 広報あんじょう 2012.1.1

クイズの答え・住所・氏名・年齢・広報の感想をはがきまたはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてくだ
さい）に記載し、１月２０日晶までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）
１２月１日号の答え：「エコ」です。 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、記念品を差し上げます。



■時 １月２０日晶午前９時～午後５時
■場 メガソーラーたけとよ（武豊町）、あ
いち臨空新エネルギー実証研究エリ
ア（常滑市）　集合場所獅市役所西会
館

■内 太陽光発電・風力発電・燃料電池の
各設備についての学習・体験

■定 ２５人（先着順）
■￥ 昼食代
■申 １月１０日昇からの午前９時～午後５
時（掌捷を除く）に、氏名・住所・電
話番号を電話かファクス、Ｅメール
でエコネットあんじょう事務局（緯・
胃〈５５〉１３１５／info@econetanjo.or
　g）へ

■時 １月１７日昇午後２時～４時
■場 衣浦東部保健所（刈谷市）
■内 講話と実技「楽しくリハビリ～転ば
ぬ先の予防と工夫」、交流会

■講 野原 聡 氏（
さとし

理学療法士ハビリス 一  ツ 
ひと つ

 木 ）
ぎ

■対 神経系難病患者とその家族
■定 ３０人（先着順）
■申 １月５日昭～１６日捷に、衣浦東部保
健所健康支援課（緯〈２１〉４７７８）へ

■場 ■問 同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他 入園料別途。都合により変更する場
合があります。詳細は問い合わせて
ください
木工ペイント教室　　　　　　　　　
■時 １月７日松～
９日抄午前１０
時から

■定 各１００人（当日
先着順）

■￥ ５００円から
新春いちご大福教室　　　　　　　　
■時 １月７日松～９日抄午前１１時、午後
１時・２時３０
分

■定 各１６人（先着
順）

■￥ ５００円
■申 当日午前９時
３０分から同クラブハウスへ
手作りパン教室「お花のデニッシュパ
ンと動物あんパン」
■時 １月７日松～９日抄・１４日松午後１
時・２時３０分

■定 各１８人（先着
順）

■￥ ５００円
■申 当日午前９時
３０分から同クラブハウスへ
クッキーファクトリー　　　　　　　
■時 １月７日松～
９日抄・１４日
松・１５日掌午
前１０時～午後
３時

■￥ ７００円
寄せ植え講座「椿とクリスマスローズ
の和の調和」
■時 ２月１０日晶午前１０時
■講  野  正  美  保  子 氏（ＲＨＳＪコンテナガ

の まさ み ほ こ

ーデニング・マスター）
■定 ２０人（先着順）
■￥ ３５００円
■申 １月５日昭午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

フォトマスターＥＸによる写真講座
「底冷えを映像化」
■時 ２月１０日晶・２４日晶午前１０時（全２
回）

■講 鶴田 郁  夫 氏
いく お

■定 ２０人（先着順）
■￥ ２３００円
■申 １月５日昭午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

新エネルギー学習・体験講
座

デンパーククラブハウスの
教室・講座

神経系難病患者・家族教室

芽広報あんじょう　2012.1.1

■時 １月１５日掌午前
１０時～午後３時

■￥ 入苑料１００円（中
学生以下無料）、
呈茶料３００円

■場 ■問 丈山苑（緯〈９２〉７７８０）

■場 安祥閣
■申 １月５日昭午前９時から電話で安祥
閣（緯〈７４〉３３３３）へ
安祥閣こどもまつり　　　　　　　　
■時 １月２１日松午前１０時３０分～正午
■内 もちつき、キャン
ドルづくり体験

■対 未就学児～小学生
（親子可）

■定 ６０人（先着順）
■￥ ５００円
初心者箏体験教室　　　　　　　　　
■時 １月２５日昌、２月２２日昌、３月２８日
昌、４月２５日昌

午前１０時３０分～
正午

■対 箏初心者・未経
験者

■定 各１５人（先着順）
■￥ １回５００円

■場 マーメイドパレス
■申 １月１１日昌午前１０時からマーメイド
パレス（緯〈９２〉７３５１）へ
託児付き！トレーニングジム講習会　
■時 １月２０日晶午前１０時３０分～正午
■対 生後６カ月～未就園児の子がいる人
■定 ５人（先着順）
■￥ 施設利用料
■持 運動ができる服・室内シューズ
コンディショニング（体調改善運動）体
験会
■時 １月２５日昌午前１０時３０分～１１時３０分
■内 フットセラピー体験
■対 １８歳以上の人
■定 １５人（先着順）
■￥ ５００円
■持 動きやすい服装、バスタオル・フェ
イスタオル各２枚
手作りビーズアクセサリー講座　　　
■時 １月２９日掌午前１０時～正午
■内 雪の結晶をモチーフにしたオリジナ
ルアクセサリー作り

■対 小学生以上の親子（２人１組）
■定 １５組（先着順）
■￥ １５００円

丈山苑新春茶会

マーメイドパレスの催し

■時 ２月６日捷午後２時～３時３０分
■場 安城商工会議所
■内 演題「最近の金融情勢と今後の展望」
■講 櫛田 誠  希 氏（日本銀行名古屋支店長）

しげ き

■申 電話かファクスで安城商工会議所
（緯〈７６〉５１７５／胃〈７６〉４３２２）へ
■問 同会議所、市商工課（緯〈７１〉２２３５）

経済講演会

　平成２３年第２回衣浦東部広域連合議会臨時会を昨年１１月２５日に開催しまし
た。
　議会では、「衣浦東部広域連合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部を改正する条例」の制定、「衣浦東部広域連合職員の
給与に関する条例等の一部を改正する条例」の制定の２議案を可決しました。
■問 衣浦東部広域連合総務課（緯〈６３〉０１３１）

◆◆◆衣浦東部広域連合ＮＥＷＳ◆◆◆

安祥閣の催し



■場 ■問 歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
歴博講座「正月の風景～なつかしの遊
びと食文化～
■時 １月７日松午後２時
三河万歳公演「新春招福の初舞」　　　
■時 １月８日掌午後２時
■内 出演獅安城の三河万歳保存会
考古学最前線Ⅰ「西三河の縄文時代晩
期研究④」
■時 １月２１日松午後２時
■内 縄文時代晩期の石器・骨角器と流通
■講 川添 和  暁 氏（県埋蔵文化財センター）

かず あき

映画会「チャップリン特集①」　　　　
■時 １月２２日掌午前１０時、午後２時
■内 チャップリンの醜女の深情
体験講座「いがまんじゅうをつくろう」
■時 ２月１９日掌午前９時３０分
■定 ２０組（先着順）
■￥ １組５００円
■申 １月２１日松午前９時から電話で同館へ

■場 ■問 堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
お得な回数券販売　　　　　　　　　
■時 １月５日昭～３１日昇（１０日昇・１１日
昌・１６日捷・２３日捷・３０日捷を除く）

■場 堀内公園管理事務所
■内 回数券１冊の購入につき、２枚無料
券をプレゼント
新年スタンプラリー　　　　　　　　
■時 １月７日松～９日抄午前９時～午後
４時

■内 ４つの遊具（汽車・観覧車・メリー
ゴーランド・サイクルモノレール）
に乗って、スタンプを集めたら粗品
をプレゼント。さらに、遊具利用料
還元抽せんも実施。当たりがでたら
無料券をプレゼント

■対 ３歳～小学生
■定 各１００人（先着順）
■￥ 各遊具利用料
■他 未就学児は、１８歳以上の保護者の付
き添いが必要

Let's親子運動　　　　　　　　　　
■時 １月１８日昌午前１０時３０分～１１時３０分
■対 ３歳以上の未就学児とその保護者
（保護者１人につき子２人まで）
■定 １０組（先着順）
■申 １月５日昭～１７日昇午前９時～午後
４時３０分（休園日を除く）に同園へ

模擬店　　　　　　　　　　　　　　
■時 １月２１日松・２８日松午前１０時～午後
３時
　※雨天の場合、それぞれ２２日掌・２９
日掌に順延。

■内 輪投げ、スーパーボールすくい
■￥ 各１回１００円

歴史博物館の催し

堀内公園の催し

■時 １月２８日松午後２時～４時
■場 文化センター
青少年健全育成推進大会　　　　　　
■内 全校の模範となる児童・生徒と、日
ごろから青少年健全育成に尽力され
た人の顕彰、「家庭の日」啓発用ポス
ター入賞者の表彰式

■問 青少年の家（緯〈７６〉３４３２）
家庭教育講演会　　　　　　　　　　
■内 横峯 吉  文 氏による講演「～だめな子

よし ふみ

なんていない～落ちこぼれをつくら
ない方法語ります」

■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

青少年健全育成推進大会・
家庭教育講演会

■時 １月２１日松午前１１時～１１時３０分、午
後２時～２時３０分

■場 勤労福祉会館
■内 人形劇団による劇「サルかに合戦」、
「ねこのお医者さん」
■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）

■他 商品がなくなり次第終了
碧海信用金庫本店前会場（御幸本町）　
■時 １月２８日松午前９時から
■内 地元産野菜の販売・調理法のアドバ
イス

■問 農務課（緯〈７１〉２２３３）
クリエーションプラザ会場（御幸本町）
■時 １月１４日松・２８日松午前９時から
■内 一色漁港で水揚げされた新鮮な魚介
類や海産物の販売

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）

交流広場会場（御幸本町）　　　　　　
■時 １月２８日松午前９時～午後３時
■内 地元産野菜や特産物を使ったグルメ
品などの販売、手作り市

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）

■時 ■内 星はすばる　ひこぼし　ゆふづつ
…獅７日松～９日抄・１４日松・１５日
掌午後１時３０分・３時　冬の恋物語
獅２１日松・２２日掌・２８日松・２９日掌

午後１時３０分・３時（２２日掌は午後
１時３０分のみ）

■場 ■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

■時 ２月２１日昇午前１０時３０分～午後１時
■場 市保健センター
■内 ３歳児の食生活の講義と調理実習
■対 ３歳児健診受診済みで平成２０年２月
～２１年１月生まれの子とその保護者

■定 ６組（先着順）
■￥ １人３００円
■持 エプロン・筆記用具
■申 １月６日晶～２月１４日昇午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）に
市保健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

人形劇

プラネタリウム
１月の生解説

今月のまちなか産直市

３歳の栄養教室

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。
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家賃（月額）間取り建設年度部屋番号住宅名

２万２７００円～４万４５００円２ＤＫ平成１３年
Ｃ－３０９

 池  浦 （池浦町）
いけ うら

Ｃ－４０９
２万５７００円～４万８７００円３ＤＫ平成６年１０３ 前  山 （堀内町）

まえ やま

２万８９００円～５万６７００円３ＤＫ平成１４年Ａ－３０２ 東 
ひがし

 大  道 （里町）
だい どう

２万１２００円～４万１７００円Ｓ２ＤＫ平成１８年１０２ 大  東 （大東町）
だい とう

※池浦・大東のみ単身での申し込み可。

■申 １月１０日昇～１３日晶午前９時～午後５時に直接建築課（緯〈７１〉２２４０）へ
■他 抽せんで入居者を決定します。申込案内書は同課で配布。入居資格に該当
することを確認し、申し込みください。



■対 高等学校を卒業した人、平成２４年３
月卒業見込みの人、高等学校卒業と
同等の学力のある人

■内 ■時 出願期間獅１月１０日昇～２０日晶　
一般入試獅１月２８日松

　※願書は同校、同校ウェブサイトで
配布。郵送での配布も可。

■問 安城市医師会安城碧海看護専門学校
（緯〈７７〉８５８８）

　本紙昨年９月１５日号でお知らせした
「西三河都市計画生産緑地地区」を、昨
年１２月２６日付けで変更しました。
■問 都市計画課（緯〈７１〉２２４３）

　１月１８日昌・１９日昭は、園内整備の
ため臨時休園します。
■問 デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

西三河都市計画生産緑地地
区の変更

デンパークの臨時休園 　昨年１２月１６日に、県内の産業別最低
賃金を下表のとおり改正しました。詳
細は、愛知労働局ウェブサイトに掲載
しています。
■問 刈谷労働基準監督署（緯〈２１〉４８８５）、
市商工課（緯〈７１〉２２３５）

時間額業　種

８６８円製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼
材製造業

８４３円はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具製造業

８０８円
電子部品･デバイス･電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具製造業

８４８円輸送用機械器具製造業

７９７円
計量器・測定器・分析機器・試
験機、光学機械器具・レンズ、
時計・同部分品製造業

７８８円各種商品小売業

８３０円
自動車（新車）小売業（従来の自
動車（新車）、自動車部分品・附
属品小売業から分離したもの）
※自動車部分品・附属品小売業の最低賃
金は、時間額８００円を据え置き。

愛知県産業別（特定）最低賃
金の改正

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

　１１月３０日までに安城市社会福祉協議
会に寄せられた義援金は、９２７６万４１６３
円になりました。
１１月１６日～３０日受付分／敬称略　　　
叙庭夢、叙デンソー中部、中部公民館
高齢者教室、湯の和お茶の会、匿名、
募金箱への多数の寄付者
■問 市社会福祉協議会総務課（緯〈７７〉
２９４１）

東日本大震災義援金
ありがとうございます

　安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤の人はどの会場でも受講可能。
■定 各２０人（先着順）
■問 衣浦東部広域連合消防局消防課（緯

〈６３〉０１３５）
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
■時 １月１５日掌午前９時～正午
■場 高浜消防署
■内 心肺 蘇  生 法（気道確保、人工呼吸、

そ せい

胸骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法
など

■申 １月５日昭午前９時から同署（緯〈５２〉
１１９０）へ
上級救命講習会　　　　　　　　　　
■時 １月２１日松午前９時～午後６時
■場 刈谷消防署
■内 心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、
胸骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法、
外傷の手当てなど

■申 １月５日昭午前９時から同署（緯〈２３〉
１２９９）へ
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
■時 １月２８日松午前９時～１１時
■場 高浜消防署
■内 小児・乳児の心肺蘇生法、ひきつけ、
のどに異物が詰まった時の処置

■申 １月５日昭午前９時から同署（緯〈５２〉
１１９０）へ

救命講習会

　１１０番通報では、「いつ・どこで・何
があったか」「あなたの住所・氏名・電
話番号」などを落ち着いて話してくだ
さい。携帯電話での通報は、「できるか
ぎりその場で警察官を待つ」「自動車運
転中は安全な場所に停車」「市町村名や
近くの目標物を確認」などをお願いし
ます。また、１１０番通報の約３割が緊
急性のないものです。相談事や問い合
わせなどは、警察安全相談専用電話＃
９１１０か、警察署へ電話してください。
■問 安城警察署（緯〈７６〉０１１０）

安城碧海看護専門学校学生
募集

１月１０日昇は１１０番の日
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■時 １月８日掌午前９時～正午
■場 リサイクルプラザ
■問 清 掃 事 業 所（緯〈７６〉
３０５３）、当日の問い合わ
せ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

今月の再生家具等入札販売
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